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研究成果の概要（和文）：本研究「人新世の空間哲学:リズム・気配・人間ならざるものとの共存の空間をめぐ
って」は、人新世的な状況に生きているという想定のもと、「人間の条件」をめぐる問題に関して、哲学的な観
点からそれが何かを明らかにするという課題に取り組み、いくつかの成果をえた。人間存在の条件に関して、人
間世界と人間ならざるものの世界の二つの世界の相互浸透性を強調する立場から議論を進めたのであるが、次第
に、人間世界の限界において垣間見られることになる、前言語的な領域としての雰囲気、リズムの存在をいかに
して言語的に表現するか、そのために要請される、哲学的文章のスタイルへの問いをめぐる議論へと展開するこ
とができた。

研究成果の概要（英文）：The research project Philosophy in the Anthropocene: On Rythme, Ambience and
 the Space of coexistence with non-human beings has tackled with several topics concerning the 
problem of the human condition in the age of the Anthropocene in terms of the philosophical point of
 view. With regard to the philosophical problem of the human condition, It has proceeded from the 
standpoint that emphasizes the relationship of interpenetration between the human world and 
non-human world. Yet, during the process of the project, I can develop it into a discussion that 
concerns the question of the way of expressing the topics such as the ambience as the pre-linguistic
 dimension and the reality of rhythm that would be glimpsed at the edge of the human world. 

研究分野： 哲学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究においては、人新世に関する哲学的な考察をめぐる、英語圏での研究状況との接点で、その状況の理論的
整理と解釈、および翻訳を通じた紹介を行うことを試みるなか、い人新世という自然科学の側で提起された状況
認識を踏まえつつ、それを人間生活の条件に関わる問題として哲学的に定式化し直し、哲学的思考の拡張の可能
性をめぐる議論の状況を整理することに貢献した。また、人新世的状況における人間の条件を哲学的な言語で表
現するという課題への取り組みに際しては、芸術実践との接点で、そことの対話的関係が求められるというこ
と、そこでアーティストとの対話と、その作品から示唆を得ていくことの大切さを示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
集中豪雨、台風、高温といった異常事態が頻発しつつある現代において、気候変動ないしは温暖
化は、人間の生存条件にたいする脅威とみなされつつある。パウル・クルッツェンたちは、人間
の生存条件が地球的・自然的なものに影響されてしまう状況になっていると主張し、この状況を
人新世と名付けた。また、地球システム科学では、「プラネタリー・バウンダリー」という概念
が提唱されている。人新世をめぐる自然科学の動向との関連で、人間の存在条件についての問い
を重要課題としてきた哲学の分野でも、英語圏を中心に、新たな展開が始まっている。すなわち、
20 世紀以後の哲学の議論で展開してきた「超越論的な場」や「人間の条件」の概念が、人新世
という、地球的・自然的なものとの相互浸透的状況との関連で問い直されるようになった。これ
らの議論では、人新世の時代認識のもとでは、人間世界を、外的な地球的・自然的との相互連関・
浸透的な過程において形成されるものと捉えたうえで、人間の条件をあらためて考えることの
重要性が示唆されている。 
 
だが、以上の議論では、人間が存在するところとしての世界に関する、その場所性、空間性の観
点からの考察は不十分である。人間の条件を「人間をも含む諸存在が共存することを可能にする
ものとしての開かれた空間」、「地球的・自然的なものとしての外的世界との接触と相互浸透のな
かで形成されていく空間」として捉え、それが何かを哲学的に明確化することがさらなる課題と
なっている。 
 
そこで問われるのは、現代において、人間の存在条件が、人間的尺度を超えたところにあるもの
としての地球的・環境的なものにより根本的に規定され影響されてしまう人新世的状況である
と考えられるようになっているが、この状況で、人間存在の条件を空間的なものとして考えると
したら、いかなる哲学的な理解が得られるのか、という問題である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、エコロジカルな危機の状況（人新世）のなかで生きることになる人間存在の条件を「空
間性のあるもの」として問い、哲学的に理論化することを目的としている。そのため当初の計画
として、人間の条件を、１）「リズム、雰囲気、気配といった前−言語的で行為的な水準を土台と
する空間として考えること」、２）「人間だけでなく、諸々の人間ならざる存在（non-human 
beings）が共存していくことの土台となる、不安定的な空間として考えること」を課題とした。
すなわち、この空間論的な観点の意義と可能性を、２０世紀から現代における大陸哲学の著作群
を「空間」「場所」「世界」をめぐるものとして解釈し現代的に展開させていくことをつうじて明
らかにすることを目的とする、ということである。 
 
さらに本研究は、哲学的な考察との関連で、人新世における人間存在の条件をめぐる実践的問題
を探るため、建築をはじめとする空間形成の実践の成果の調査・インタヴューを行い、哲学的な
思考の形成のためのヒントを得ようとすることを目的とする。そのことで、建築、都市デザイン
といった空間にかかわる実践を導く指針を提示しうるものとなることを目指す。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、下記の 3つの研究課題を実施しようと試みた。 
第 1 の課題として、主としてハンナ・アーレントをはじめとする 20 世紀半ば以降の哲学におけ
る人間の条件をめぐる考察を、人新世の観点から検討する。その際は、その考察を、現象学の研
究を起点にしつつ、その主観主義的傾向を克服し、人間存在の条件を、「世界」や「地球」とい
う、人間を支えるものでありながら人間にとって外的で他者的なものとの関連で考えたものと
捉えることを起点とする。そのうえで、そこを「リズム、雰囲気、気配といった前−言語的で行
為的な水準を土台とする空間」をめぐる考察として展開し直す。この観点からの読解は、ディペ
ッシュ・チャクラバルティやティモシー・モートンによって進められているので、これらを参考
にする。彼らは、人間存在の条件を、人間を超えたものとしての世界の一部と捉え、人間世界と
人間ならざるものの世界の溝を強調するが、これに対して本研究は、二つの世界の相互浸透性を
強調する立場から考察をおこなう。これは、人新世において形成される人間の条件を、人間世界
と人間ならざるものの世界が交わるところに形成されるものとして考えることを意味している。 
 
第 2 の課題として、ジル・ドゥルーズとフェリックス・ガタリの哲学の検討を、人新世の観点か
ら行う。ドゥルーズとガタリの著書は、人間の行為と共存の条件を、自然的なものとの接点で不
安定的な状態で形成されると考えた著書であり、その点で、人新世的状況を先取りしていた。こ



の観点からの読解が、エリザベス・グロス、クレア・コールブルックらによって進められている
ので、彼女らの先行研究を参考にする。彼女たちは、人間に限定されない事物や生き物を相互連
関的に共存させるエコシステムのアイデアの提示を試みたが、これに対して本研究では、エコシ
ステムのなかで人間もまた形成されていくという考えから、エコシステムと人間との相互作用
的側面をも明確にしていく。人間存在の条件を、地球的・自然的状況のなかで形成されるものと
して考えることは、それを不確定で変化しうるもの、人間的尺度を離れたところにあるものとし
て考えることである。 
 
第 3 の課題として、人新世における人間存在の条件をめぐる実践的問題を探るため、建築のおよ
びアートの実践者との対話の場を設け、哲学的な思考の形成のためのヒントを得ようとする。そ
れだけでなく、可能なかぎりでアーティストとの共同作業に関わることで、哲学的な文章をそれ
らの実践との接点で書くことを試みる。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）本研究においては、人新世に関する哲学的な考察をめぐる、英語圏での研究状況との接点
で、その状況の理論的整理と解釈、および翻訳を通じた紹介を行うことを試みるなか、いくつか
の学術的成果を得ることができた。初年度には、その成果として著作(単著『「人間以後」の哲学』)
を刊行し、論文(英語の査読付きジャーナル CR に掲載)を刊行した。これらの著作と論文では、
人間存在の条件を、人間を超えたものとしての世界の一部と捉え、人間世界と人間ならざるもの
の世界の溝を強調するという立場に対し、二つの世界の相互浸透性を強調する立場から議論を
進めたのであるが、次第に、人間世界の限界において人間を超えた世界に触れるなか、前言語的
な領域としての雰囲気、リズムの存在をいかにして言語的に表現するか、そのために要請される、
哲学的文章のスタイルへの問いをめぐる議論に展開していった。また、この過程で、英語圏の研
究状況へと貢献するには、近代日本での、環境や場所といった概念を元にした哲学的思考の成果
の再考が求められ、その観点から、英語で報告・出版することが可能であるということがわかっ
てきた。2022 年度と 2023 年度には、英語圏での代表的な研究者であるティモシー・モートンと
ディペッシュ・チャクラバルティの著書の日本語訳を刊行した。以上の過程で、本研究は、人新
世という自然科学の側で提起された状況認識を踏まえつつ、それを人間生活の条件に関わる問
題として哲学的に定式化し直し、哲学的思考の拡張の可能性をめぐる議論の状況を整理するこ
とに貢献した。 
 
（２）本研究を通じて確証された最大の論点は、人新世的状況における人間の条件を哲学的な言
語で表現するという課題への取り組みに際しては、芸術実践との接点で、そことの対話的関係が
求められるということである。とりわけ、人間ならざるものの諸存在との相互連関的な場として、
さらには人間的尺度を超えた外的世界との接点で形成されるものとしてそれを表現するという
ことの可能性の条件を考え、のみならず言語化するには、哲学的な著作の読解・解釈を踏まえつ
つも、それを展開するための起点となる感覚的・抽象的な体験が必要で、そこでアーティストと
の対話と、その作品から示唆を得ていくことの大切さを理解したことは、本研究の重要な成果と
言える。実際、何人かのアーティストのもとを訪問し、作品鑑賞だけでなく、その作品の制作に
関わる思想について話してもらうということを幾度も行うなか、そのことへの理解を深めた。と
りわけ写真家・川内倫子とのやりとりを通じてわかってきたのは、次のことである。写真は、日
常的な時空間とは別の次元において感知されうるものを表現する媒体といえるが、この媒体に
触発されるかたちで哲学的な思考が可能になるとしたら、そこで書かれる哲学的な文章は、写真
と同じく、現実を映し、のみならず人間の現実における内的経験に関する思考をも映すものとし
て提出されることになることを明らかにし、のみならず、その観点から、文章を書き、成果にす
ることができた。この成果は、川内倫子の写真集に収録された二つの改題エッセーとして刊行さ
れた。のみならず、2024 年度末には、川内の写真と本研究代表者のテキストとの往復的なやり
とりで構成される著書が写真・美術専門の出版社であるトーチプレスより刊行される予定であ
る。 
 
（３）本研究では、コロナ禍が落ち着いてきた後半において、国外とりわけヨーロッパでの交流
と発表を試みた。ドイツのチュービンゲン大学の間文化研究センターで 2023 年 11 月に行った
レクチャー（An Undecided Dimension of Depth: On the Question of the Place in the Thought 
of Kitaro Nishida）では、西田幾多郎が晩年の論考「場所的論理と宗教的世界観」で試みた「奥
底の領域」をめぐる考察の現代的意義を論じたのだが、その副産物として、近代日本で展開され
つつも日本語でしか書かれなかったために欧米をはじめとする日本国外のコンテクストへと開
かれることのなかった西田の思考を、いわゆる「日本哲学」のコンテクストとは違う、人新世的
状況における新しい哲学的考察のコンテクストにおいて、欧米との接点で解釈し直すことの可
能性を示すことができた。それにより、人新世における人間の条件に関する哲学的思考の文章に
よる表現において、近代日本の哲学的思考を欧米の哲学との接点で展開することが求められる
こと、その立場から貢献することが可能であるという観点を見出すことができた。この観点から



の研究をすすめ、一部を論文にして投稿することができた（2024 年 5 月の段階では、査読結果
待ちの状態にある）。 
 
（４）総じて言えば、本研究「人新世の空間哲学:リズム・気配・人間ならざるものとの共存の
空間をめぐって」は、人新世的な状況に生きているという想定のもと、20 世紀半ば以降の哲学
的な問いの一つと言える「人間の条件」をめぐる問題に関して、哲学的な文章を書くことをつう
じて何かを明らかにすること、そのための手がかりを、アーティストたちとの対話的関係のなか
で、リズムや気配、人間ならざるものといった、従来の近代的な哲学のもとでは考慮に入れられ
ることのなかった領域に求めていくこと、それを通じて、哲学的な文章を書き、著作や論文にし
ていくことに努めた。研究を進める中、英語で書き、発表することを試みたのだが、その過程で、
ティモシー・モートンやディペッシュ・チャクラバルティに代表される研究者たちが行なってい
る成果を参照するだけでなく、それらをも含めた知のグローバルなコンテクストの中で、自分の
哲学的思考を規定する条件としての近代日本の哲学思想の意義と可能性に思い至った。だが、こ
の意義と可能性を、欧米の哲学思想との関係のなかで、それも人新世的状況のなかで、いかにし
て哲学的・理論的に明確化するかについては、研究開始当初の見通しを超えるもので、今後の課
題として残された。 
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